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大野市教育委員会告示第 号

大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金支給事務実施要綱を次のように定める。

令和５年 月 日

大野市教育委員会

大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金支給事務実施要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、物価高騰の影響を受けて子育てにかかる経費が増大する中、

１８歳までの児童を養育する子育て世帯（国の低所得の子育て世帯生活支援特別

給付金受給者を除く）に対し、大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金（以下

「給付金」という。）を支給することについて、必要な事項を定める。

（支給対象者）

第２条 給付金の支給の対象となる者（以下「支給対象者」という。）は、次の各

号のいずれかに該当する者とする。

(1) 平成１７年４月２日から令和５年７月１日までに出生し、令和５年７月１日

（以下「基準日」という。）時点において大野市（以下「本市」という。）の

住民基本台帳に記録されている者（以下「対象児童」という。）を監護し、か

つ、これと生計を同じくするその父又は母(当該対象児童にかかる未成年後見

人があるときは、その未成年後見人とする。以下「父母等」という。）及び当

該児童が委託されている児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号)第６条の４

に規定する里親（以下「里親」という。）

(2) 令和５年７月２日から令和６年２月２９日までに出生し、本市の住民基本台

帳に記録されている者(以下「新生児」という。)の父母等又は里親

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる場合は、それぞれ当該各号に定め

る者を支給対象者とする。

(1) 基準日の翌日以後に支給対象者が死亡した場合（当該者が給付金の支給を受

けていない場合に限る。） 当該者が死亡した日以後に当該者に係る対象児童



又は新生児を監護し、かつ、これと生計を同じくする父母等

(2) 前項に規定する者からの暴力を理由に避難し、当該者と生計を別にしている

当該者の配偶者(現に対象児童又は新生児を監護し、かつ、これと生計を同じ

くする者に限る。)であって、次に掲げる要件のいずれかを満たしていると市

長が認めるもの

ア 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（平成１３年法

律第３１号)第１０条に基づく保護命令（同条第１項第１号に基づく接近禁

止命令又は同項第２号に基づく退去命令）が出されていること。

イ 婦人相談所による「配偶者からの暴力の被害者の保護に関する証明書」

（婦人相談所以外の配偶者暴力対応機関(行政機関や関係機関と連携してＤ

Ⅴ被害者支援を行っている民間支援団体も含む。）が発行した確認書及び

親族からの暴力を理由に婦人相談所一時保護所又は婦人保護施設に入所し

ている者に婦人相談所により発行される「配偶者からの暴力の被害者の保

護に関する証明書」と同様の内容が記載された証明書を含む。）が発行さ

れていること。

ウ 住民基本台帳事務処理要領（昭和４２年自治振第１５０号等自治省行政局

長等通知)に基づく支援措置の対象となっていること。

３ 前２項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる国の低所得の子育て世帯生活支

援特別給付金の受給者は、この給付金の支給対象者から除くものとする。

(1) 令和５年度大野市低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付

金（ひとり親世帯分）支給事業実施要綱（令和５年教育委員会告示第３０号）

第２条に規定する支給対象者

(2) 令和５年度大野市低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付

金（ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分）支給事業実施要綱（令和５年

教育委員会告示第３１号）第２条に規定する支給対象者

（給付金の額）

第３条 給付金の額は、対象児童又は新生児１人につき１万円とする。

（申請不要の支給の方式）

第４条 市長は、支給対象者に対し、給付金の支給の申込みを行い、受給の意向を

確認した上で、給付金の支給を決定する。ただし、支給対象者のうち支給を希望

しないものは、がんばる子育て世帯生活応援給付金受給拒否の届出書（様式第１



号）により届出を行うものとする。

２ 市長は、前項の支給の決定がされた後、次の各号に掲げる方式のいずれかによ

り、速やかに支給対象者に対し、給付金を支給する。

(1) 登録口座振込方式 大野市児童手当事務処理規則（令和３年教育委員会規則

第１７号）第３条第１号に規定する受給者台帳に登録された口座、大野市子ど

も医療費の助成に関する条例（昭和４８年条例第２９号）第３条に規定する受

給者の登録口座（以下「子ども医療受給者登録口座」という。）又は令和３年

度大野市子育て世帯への臨時特別給付金支給事務実施要綱（令和３年教育委員

会告示第６６号）第３条の給付金を支給された口座

(2) 指定口座振込方式 前項の支給決定までに、支給対象者が市にがんばる子育

て世帯生活応援給付金支給口座登録等の届出書（様式第２号）を提出し、市が

当該届出を受けた指定口座

(3) 窓口交付方式 口座への振込みによる支給が困難である場合に、支給対象者

が市にがんばる子育て世帯生活応援給付金支給口座登録等の届出書（様式第２

号）を提出し、市が当該窓口で現金を交付することにより支給する方式

（不当利得の返還）

第５条 市長は、給付金の支給を受けた後に支給対象者の要件に該当しなくなった

者又は偽りその他不正の手段により給付金の支給を受けた者に対し、支給を行っ

た給付金の返還を求めることができる。

（受給権の譲渡又は担保の禁止）

第６条 給付金の支給を受ける権利は、譲り渡し、又は担保に供してはならない。

（その他）

第７条 この要綱の実施のために必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この要綱は、告示の日から施行する。



様式第１号(第４条関係)

大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金受給拒否の届出書

大野市長　様

1, 　私は、「大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金」の受給について拒否
することを、ここに届けます。

2, 　本届出により、「大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金」の受給を拒否
する者が本人であることを証明するため、本人確認資料を下欄に貼付し提出
します。　

令和　　年　　月　　日

届出者住所

届出者氏名

届出者連絡先　　　　　　　　　　（　　　　　　）

本人確認書類添付箇所

※マイナンバーカード、運転免許証、旅券等の写し

市受付印



年 月 日

　下記の金融機関口座への振込みを希望します。

※振込先金融機関口座確認書類を添付してください（下欄を確認してください）。

【受取口座記入欄】

※ゆうちょ銀行を選択された場合は、「振込用の店名・預金種目・口座番号（7桁）」（通帳見開き下部に記載）をご記入ください。

※長期間入出金のない口座を記入しないで下さい。

※ 　窓口での現金支給を希望します。　□     （左のチェック欄への記入をお願いします。）

口座振込が出来ない理由

（　フ　リ　ガ　ナ　）

氏　　　　　名

電話　　　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日中連絡のつく連絡先

口　座　名　義

金融機関番号 店番号

※金融機関の口座がつくれない方等、どうしても口座による受け取りが出来ない方は、その理由と本人確認資料を裏面に添付してください。

様式第２号（第４条関係）

大野市がんばる子育て世帯生活応援給付金支給口座登録等の届出書

大野市長　様

１．届出者（給付金の支給の申込みを受けた方） 記入日 令和　 　年　　月　　日

性別 生年月日 現住所（住民票所在地）

男・女

大正・昭和・平成

２．新規振込先指定口座（給付金の支給の申込みを受けた方の口座に限ります。）

金　融　機　関　名 支 店 名 分類 口 座 番 号
（右詰めでお書きください。） 「１．届出者」名義に限る。カナ（又はアルファベット）

※通帳の表記に合わせてください。
1.銀行
2.金庫
3.信組
4.信連

5.農協
6.漁協
7.信漁連

本・支店
本・支所
出張所

1普通

2当座

振込先金融機関口座確認書類

※受取口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳やキャッシュカードの写し

市受付印


